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What amaging
NUNO scape!!!

古き良き
船場

これからの
船場

“船場だから” という思いに
支えられ、

「船場ブランド」を
作り上げてきた

新しい出会いにより、
“船場だから” という思いを

今いる人
新しく来る人

すべての人たちと共有
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SEMBA BANK

情報の蓄積 出会いを演出

PR

・企画中の
事業アイデア

・準備できるもの
（商品、資金など）
・ニーズ
（コラボしたい人）

プロフィールとニーズを共有

・提供できる
ノウハウ

・紹介できる実績
・やってみたい仕事
・探している物件
（アトリエなど）

・場所のスペック
（広さ、設備、築
年数など）

・想定する家賃
・期待する使い方

SEMBA BANK

AA BB CC

1 2センバ・バンク登録者からの
出会いの場の要望

・出会いたいヒト・コトが具体化している場合
・コラボレーションが生まれる可能性が高い

・やりたいアイデアの可能性を探りたい時
・事業のスタートアップとなる可能性が高い

定期開催　出会いの場

要望者をプレンゼンターとして
企画検討START

登録状況を踏まえ、
企画検討START

（プレゼンターが主催
　事務局が企画運営支援）

（事務局が主催）

free!

specific!

frank!

formal!

コンセプトを検討

登録者の中から参加するメンバーを選定

出会いの場の設え、運営方法を検討

日程・会場調整、開催準備

開　催

地ビール　テイスティングと
よぎるシーンを語る夕べ

戦後ビル　私ならこう使う
内覧ワークショップ

現代的ライフスタイルに馴染む
塩昆布の売り出し方企画懇談会

2020年度 我が店舗の暖
デザイン・ドラフト会議

土佐堀川の風を
感じる爽やかさ YES!

２番で

もっと若年女性に
ウケる
打ち出し方を…

ｾﾝﾊﾞ
ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ

ｾﾝﾊﾞ･ﾊﾞﾝｸ
登録者

登録者の意向や専門性の高さ、アイデアの深度などを踏まえ、様々なバリエ
ーションの出会いの場を企画します。

新規店舗の暖 デザインを
船場オリジナルで制作する

戦後ビルの活用案を考え、
具体的なアクションに直結させる

開発中の地ビールを飲みながら
売り出し方を考える

老舗昆布の
新しいPRデザインを

老若男女の視点から考える
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まちなみに船場オリジナルを視覚化させる
「船場もん」暖 プロジェクト

センバ・バンクを通して、
新たに開業したお店や、
船場オリジナルの企画に関わるに事
務所に、屋号をデザインした暖 を
店舗入口等に掲げてもらう取組み。

ビジネスマンだって、野望を語る！
花金 オトナノカタリバ

センバ・バンクの成功実績の紹介や
企てを語り合う夜会。
センバ・バンクから出店した
魅力的な飲食店を会場に、
船場を担う者どうし、熱い夜を。

ボクたち　こんなことしてます！
オープンオフィス 船場

一般の人に敷居の高いデザイン事務所等の
作品や仕事の様子を知ってもらう為、住民
に事務所を公開するイベント。
ワークショップや無料相談会を実施して
相談しやすい環境をつくる。

船場の休日を見本市に！
船場クロス・カーペット

船場の街角にカーペットを
敷き、歩行者空間と非日常を演出。
船場オリジナルの商品や
飲食店、デザインが大集合！
船場の街全体の大屋台祭り！

OPEN!

YATAI

YATAI

SEMBAEVENTNOW!!

SOUNDS GOOD!SOUNDS GOOD!

活気

朝 昼

10

10

DAY

WEEK

夜

・若い在宅ワーカーの増加
・飲食店の増加
・空き家、空室を利用した保育所の整備

・働く人と住む人の交流が生まれる
・船場サラリーマンの船場居住率UP
・仕事終わりに夕食を船場で

活気

月月 日土

・屋台などのイベント増加
・オフィスでのワークショップイベント
・商業店舗の増加
・公開空地、空き地に公園整備

・土日を船場で過ごす人が増える
・観光客が増える
・船場の知名度UP

⇄ ⇄

センバ・
コンシェルジュ

生産する出会いを演出生産する出会いを演出

“船場だから、”
ここで働いてんねん！

“船場だから、”
楽しめんねん！

“船場だから、”
ここに住んでんねん！

新たな参加者の増加

参加者の
モチベーション向上 PR

発信する出会いを演出発信する出会いを演出

UP

センバ・
コンシェルジュに
よる一体的な活動

センバ・
コンシェルジュに
よる一体的な活動

「出会い」
❶

「出会い」
❷２つの出会いを演出する

蓄積した「ニーズ」や「ノウハウ」を元に、バンク登録したヒト・コトどうしの出会いの場を設け、コラボレーションの機会を創出します。
船場の中でのニーズ、ノウハウの需要供給をマッチングさせることで、商いとして有意義な出会いを生み出し、積極的なコンテンツ作成の場を作り上げていきます。
また、出会いの場は様々なバリエーションを設け、専門的な話し合いから、気軽に誰もが参加しやすいものなど、より多くの人が関わる事ができるものとします。

船場の中にある、またはこれから船場に来ようとしているヒト・コトの情報を、右
図のカテゴリーで分類・登録し、事務局で共有しやすいプラットフォームを構築し
ます。
ここでいうヒトとは、何か協力してほしいことがある事業者や一般の人、団体など
です。コトとは、その協力してほしいニーズや提供できるノウハウなどです。

センバ・クロスとは、センバ・バンクで生まれたコンテンツを船場内外問わず広める為に、イベントや街の表層デザインを企画・運営していく活動です。
コンテンツの発信を個別に行うのではなく、コンシェルジュが取りまとめ役となり協働して行うことで、プロモーション力の大幅な向上を図ります。
こうした街の賑わい、街の変化の「見える化」に注力することは、船場に住む人や働く人だけでなく、船場と関係のなかった人たちにも、新しい船場を感じてもらう
ことができ、船場全体の街づくりのモチベーションを高めることに繋がります。
　具体的には下図のような、不特定多数の人たちが新しいコンテンツに出会える場を設けることで、街全体で賑わいを共有していきます。

センバ・バンクとは、船場のヒトやコトの情報を収集・蓄積し、船場のニーズやノ
ウハウを顕在化します。さらに、蓄積したヒト・コトに対し、積極的に出会いの場
を演出することで、街づくりのプレイヤーが活動しやすい環境を整備し、船場ブラ
ンドといえるオリジナルコンテンツを創出します。

働く人、住む人、また住みながら働く人、そういった人たちのネットワークが生まれ
ていくことで、街が居心地の良い場所になるだけでなく、新しい事業のチャンスや街
づくりへの関心が生まれていきます。
この新しい機会を生むネットワークが、船場に関わることのメリットや地域の信頼を
生み、船場に居る安心と誇りに繋がります。

“ ”

今回提案しているコンシェルジュが２つの「出会い」を演出することは、あくまでき
っかけ作りです。10年後の街づくりの目標は、船場という地域が一体となって、みん
なで街を作っていくこと、そして、みんなが誇りに思える街にすることです。
それが、「船場ブランド」を確立させる最善策と考えています。

２つの「出会い」を演出することで、これまで交わることのなかった人たちに繋がり
を生み出すことができます。例えば、新しいお店が出来たり、イベントやWSが発生
することで、朝活・夜、さらには休日に楽しめるコンテンツが増えることで、平日の
昼間に働く場という船場のイメージが変わっていきます。

▶

ビジネスの中心であった時代、船場には商いを安定的に営むための必要な協業や顧客の
「ネットワーク」とそれに裏打ちされた「信頼」があったといえます。
そういったネットワークや信頼が町衆の実務・精神の支えとなって、“船場だから、こ
こでやろう”、”船場だから、ここに住もう”といった思いを生み、「船場ブランド」を構
築してきました。
現在、船場のまちは、古くから商いを行ってきた人、大企業、マンションの新居住者な
ど、様々な人たちで活気づいています。その中で、商いを行ってきた人たちが感じてい
た “船場だから、” という思いをどれくらい今の人たちは感じられているでしょうか。

次の１０年を見据えた時、街にもう一度「ブランド」力を生み出す為には、新しく船場
に来た人、これから来る人にもこの “船場だから、” を感じてもらうことが、なにより
も重要だと考えます。
“船場だから、” という思いを街全体で共有していくことで、船場ブランドが高まり、
もう一度、船場にかつてのような人のつながりによる活気をもたらされると考えます。
その為には、人がつながれる環境を作ることが重要であり、船場を取り巻く人に実益を
もたらす「出会い」を演出していく必要があります。

街全体の出会いをサポートする事務局として、センバ・コンシェルジュを提案します。
船場の様々な団体、企業、住民をはじめ、船場で新しく事業を始めたいと考えている
人たちの中心にコンシェルジュを位置付けることで、新しい「出会い」を演出し、これ
からの街づくりのお手伝いをします。

センバ・コンシェルジュは、２つの出会いを演出する事務局として働きます。

１つ目は、新たなコンテンツを生み出す為の出会いです。
これにより、船場オリジナルのコンテンツを生むだけでなく、商いとしての街のつなが
りをつくり、協業や助け合いが起こりやすい環境の作ることを目的としています。
船場のヒト・コトの情報を事務局で集積し、埋もれているニーズやノウハウを記名化・
顕在化させていきます。そして、よりよい活動に繋がるようマッチングを行います。

２つ目は、生まれてくるコンテンツを広める為の出会いです。
活動・コンテンツの見える化を行うことで、商いとしてのつながりだけでなく、住民や
観光客などとのつながりを生み出すことで、船場全体の賑わいを創出していきます。
具体的には、イベントや街の表層デザインのサポートを行うことで、様々な方面に対す
るプロモーション活動を行います。

コンテンツの生産と発信を一体的に平行して行うことは、①船場に関わる全ての人に街
づくりの活動に興味を持ってもらう、②活動に参加しやすい環境を用意する、③活動の
モチベーションを維持する、という良いサイクルを作り出します。
コンシェルジュが、「出会い」を紡ぐことによって、船場の人たちが船場を誇りに思
い、みんなで街づくりを行っていくことで、船場ブランドを確立させます。
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METHOD
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24 365 溢

MEETING-1

3
MEETING-2

4

FUTURE 10 years later

5

Q

RC船場に人はいる。
出会いの場もある。
街づくりの活動もある。

では次の１０年に何が足りないのか。
様々な活動や交流、繋がりが個々のもので

完結していないだろうか。

もっと大きな、船場全体を巻き込むような
そんなヒト・コトのネットワークが必要ではないか。

古き良き船場が、
船場を誇りに思い築き上げてきた

「船場ブランド」

それをもう一度、
船場に関わる全てのヒト・コトで
「船場ブランド」を共有していく。

そんな街を、新しい出会いで紡いでいく。

そのサポートを、
センバ・コンシェルジュにお任せください。


